On a Possibility of the Crisis due to the Difficulties in the Consumer Goods Sector by 佐藤 真人 & Sato Masato
消費財部門のゆきづまりによる恐慌の可能性につい
て
著者 佐藤 真人
雑誌名 關西大學經済論集
巻 25
号 2-4
ページ 287-303
発行年 1975-11-04
その他のタイトル On a Possibility of the Crisis due to the
Difficulties in the Consumer Goods Sector
URL http://hdl.handle.net/10112/14862
287 
消費財部門のゆ討づまりによる
恐慌の可能性について
佐 藤
?
人
I 
資本制経済では，正常稼働・完全販売を毎期続ける発展径路は不安定であ
り，一旦この径路からはずれると，不均衡は累積してゆく。この不均衡累積過
程について，次のことが，既に明らかになっている。
消費財部門で，稼働率．利潤率の低下が進みながら，経済全体としては，上
． 
方への不均衡累積過程（好況）が続きうること。したがって，好況が進んでゆく. . . . . . . .. . . . . .
と，消費財部門のゆきづまりによって，必らず恐慌(==全般的過剰生産）が生ずる
とは，主張できないこと 1)0
ただし，そこでは，資本家の蓄積需要決定態度について，生産財・消費財両
部門の資本家は，ともに，自部門の稼働率だけを基準にして，資本蓄積率を決
めると仮定されている。が，資本家が，他部門の状態も考慮して，資本蓄積率
を決定すると想定することもできる。特に，生産財部門の資本家が，消費財部
門からの蓄積需要も予想して，資本蓄積率を決定すると想定したような場合，
消費財部門では不況が進みながら，経済全体としては上方への不均衡累積過程
が続くというようなことが可能だろうか。これを検討するのが本稿の目的であ
1)置塩信雄「不均衝累積過程における各部門利澗率と部門比率の運動」国民経済雑誌，
第117巻第5号，昭和43年5月． を参照。
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? ?
次のような経済を考える。
1. 経済は，生産財部門と消費財部門から成る。両部門とも，生産は，同一の
生産財と労働だけで行なわれる。
2. 生産財の耐用年数は十分大きく，磨耗を無視できる。
3. 据えつけられた生産財の部門間転用は，できない。
4. 生産技術は変化しない。
5. 労働者は，賃金をすべて，消費に支出する。資本家の消費は無視する。
このとき，生産財部門と消費財部門に，それぞれK1,K2の資本が存在し，
各部門からの蓄積需要が，それぞれ Iゎ /2だとすれば，経済の一時的状態
は，次のようにして決まる。
両部門の需給一致は，
(1) ふ=Iけ /2
(2) Aふ=w(Nけ N2)
で示される。ここで， X1は生産財生産量，ふは消費財生産量， Pzは消費財
価格， W は貨幣賃金率， N1,N2は各部門の雇用量。
労働生産性を， 1/n;,i=l, 2とすると，
(3) nぷ；=N;2) 
正常稼働のときの資本・産出高比率を， 1/町とすると，
(4) X戸栖K;
である。ただし，出は稼働率。
技術変化はないとしたから， n;,CT; は一定である。
資本家は，利潤率r;に応じて，稼働率を決定するとして，
2)以下，誤解のおそれがない場合， i=l,2を省略。
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(5) X;=f(r;) f'>O 
利潤率は，
(6) 
(7) 
r1= 
r2= 
Piふ—wN1
Pぷ 1
AX2-wN2 
PiK2 
で定義する。 Piは生産財価格。
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未知数は，一応，ふ， N;,P;, 功， r;,W であるが，生産財ではかった実
質賃金率Ri=w/Pゎ消費財ではかった実質賃金率R2=w/P2で考えると，
(1)~(7)で， X;,M, R1, x, r1が決まる。
(1)~(7)を，次のように書き換える。
(1)より， (4),(5)を考慮して，
(8) /Cr1)01 =gげ g2J8)
ただし，
(9) 
(10) 
g,=Ii/K,、
A=K2/K1 
(2)より， (3),(4), (5)を考慮して，
Ul /Cr2)a2 =品{f(r1)a辺1+f(r2泊 n2}')
,i 
(6), (7)より， (3),(4), (5)を考應して，
U2l 
U3l 
とする。
r1 = /(r1)a1 (1-R1n1) 
R1 r2 = /Cr2)a2 (1-R2加）一R2 
(8), Ul, U2l, U3lによって，[;及びK;,したがって， g及び iが与えられた
X1 Ii I2 K2 
3)芯＝布＋冨K1―
4) X2 w (N1ふ K1 ふ X2)布~＝万玄布アけ芯冨
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とき，品と r1の一時的水準が決まる。
均衡発展がありえることを確認しておこう。両部門で，正常稼働が行なわれ
ている（功=1)ならば， (5)より，
⑩ r1=乃(==r*)
である。このとき， U2)より，品の均衡水準品＊が決まり，
U5) R1* = a1-r* 
a1n1 
である。すると， U3lより，品の均衡水準品＊が決まり，
US) 品＊＝
1 
加＋ r* 
％凡＊
である。また， (1)に， (15),U6)を代入して，均衡部門比率入＊は，
(17) 入＊＝ R2*a1n1 
(1-R2*加）<12 
であることがわかる 5)。
最後に， ,l=,l*であるためには，
US) l;=応
を仮定すると， (9),UO)より，
U9) i=Cg2-g1),i 
であるから， i=O,すなわち， g2=g1 でなければならない。したがって， (8)
より，
(20) g1 =g2 = ] :~入＊匡g*)
でなければならない。
以上，両部門で正常稼働が行なわれているとき， US)を仮定すれば，両部門の
資本蓄積率，部門比率，各財ではかった実質賃金率，両部門の利潤率が一定値
＊ 
.5)島＜ 1 n2 とする。これは， U3)からわかるように，消費財部門で利洞が存在する条件
である。
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をとることがわかった。
さて，実質賃金率，利潤率（したがって，稼働率）の一時的水準は， (g1,g2, A) 
によってきまることをみた。そして， iは， g;によって決まる。 (・:U9))最後
に， gは，資本家が稼働率によって決めるとしよう。これで議論は完結する。
さらに，正常稼働のとき，資本蓄積率を一定値に維持するという資本家の態度
を前提すれば，均衡発展は可能である。. . .. 
議論の便宜上，稼働率が，均衡近傍で，どのように(g1,g2, .t)によって規定
されているかをみておこう。
(5), (8)より，
(21) 些い生年＝上
ag1 dr1 ag1 a1 >O 
(2) 竺戸空戸五=L
ag2 dr1 ag2 引 >O 
(23) 年-=年年=L>o
ai dr1 ai a1 
をえる。そして，
(24) 些主＝年早竺
ag1 dr2 ar1 ag1 
(25) 腔主＝生笠年
ag2 dr2 ar1 ag2 
(26) 些~=生年年
ai dr2 ar1 ai 
であるが， (5)より， dx2/dr2=f'>O, また， ar1/ag1,ar1/ag2, ar1/aiは，
(21) , . (2), (23)で，既に知っているから， ar2/ar1がわかればよい。
そこで， Ul,U2l, U3lを， r;,R; に関して全微分すると，
品*f'a1n18r1 -/',t*a2Cl-R2*ゅ）ar2 ＋恰aR2=0
岡 (1-f'r*)ar1 +a辺18R1 =0 
品*(1-f'r*)aん一 r*R2* oz凡＊aR1+ R1* R2* 8品=0・｀
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(27)を，たとえば， ar1,8r2, 8R2に関して解くと，?
-f'A*り(l-R2*加）
(28) 8r1 = I -a1n18R1 
芍*aR1 
R2*f'a1n1 
(29) 8r2 = I 1-f'r* 
゜ただし，
R2*f'a1n1 
(30) △＝ 1-f'r* 
゜
゜品*(l-/'r*)
?
-01n18R1 
r*R2* a R1* R1
であるから'(28),(29)より，
R2ザ10辺 1
(31)緊=11-/'r*?
-f'だa2(l-R2*加）
゜ふ*(1-f'r*)
5＿幻0~
? ?
倍
。I+△
02R1* 
R2* 
-a1n1 
r*R2* 
戸
?。
％凡＊
ふ＊
十△
?
?-f',t*o2(l-Rげ加）
+ I -o.1n1 
r*R2* 
R1* 
゜ふ*(1-f'r*)
? 。 ? ? ― ? 。 ? ＿ ?
f'a1ー 1 ? 
I'R1 *a1n1 + .t*(1-/'r*) ~o 
をえる。
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便宜上， Iをr;の弾力性1以下の関数とすれば6),
(32) r; d功
x; dr; く1
であるから，均衡では， l-J'r*>Oとなり（・：功=1),(3Dにおいて，分母の符号
は正となる。が， r*く01 であるから， l-/'01の符号が決まらず， したがっ
て， 8r2/8r1の符号も決まらない。
とにかく，稼働率石が，均衡近傍で， (g1,g2, 入）によって，どのように規
定されているかはわかった。
][ 
両部門の資本家が，どちらも他部門の状態も考慮に入れて，資本蓄積率を決
定する場合を検討しよう。
1 他部門の稼働率を一定率で評価して，資本蓄積率を決定するとしよう。即
ち，
(3) g1 =d[X1 (g1, g2, ,'!)-1] +cd[X2 (g1, g2, ,'!)-1] 
(34) 釦=d[X2(g1, g2, ,'!)-1] +cd[X1 (g1, g2, 入）ー 1]
d'>O, d(Q) =0, c>O 
としよう。 C は，他部門の稼働率を評価する程度を表わす。
生産財部門の資本家が，消費財部門の稼働率が正常水準より高いとき，資本
蓄積率を上げるのは，消費財部門の資本家からの蓄積需要増大を予想するから
である。消費財部門の資本家が，生産財部門の稼働率が正常水準より高いと
き，資本蓄積率を上げるのは，生産財部門での雇用増加による賃金上昇，それ
による消費需要増加を予想するからである。
検討すべき体系は， U9),(3), (34)である。
6)以下，これを前提する。
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M [: ご
z=i一i*
として'(19),(3), (34)を均衡で一次近似し，均衡からの乖離伍， Y2,z)について
の線型系に換えると，
CI・［丸＝水I+ck)y, 刊'(!+ck恥+g•(1-砂｝
丸=P{Cc+枷 +i*(c+枷＋が(c-f)z}
え＝入＊（一J1+y2) 
ar2 a'7> 
k = -ar1-, P =可
となる。
(36)の固有方程式は，
P-{i(l +ck) ＿肛*(1+ck) ーゲ(1-令）
(37) -fi(c+k) p—肛*(c+k) 責*(c —t) I =O 
が‘ -,t* 
あるいは展開して，
(3箇 ps-p {1十入*k+c(k十入＊））炉+Pり(1-c)P
+P団 (1刊 *k)(c2-l) =O 
である。
c=Oのとき8)'{3ffiは
(39) {P-/i(l十入*k)}(P2+Pa1)=0 
p 
と整理できる。 (39)により， (36)の固有方程式は，一正根と二純虚根を持つことが
7)微係数
ar2 art• a'は，均衡での値である。以下同様。
8)これが，前掲置塩論文で分析された場合である。
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わかる。したがって，運動は振動しつつ，結局のところ
WJ [:: 二：：
z=A記゜ ', pO=/i(l豆 *k)
なる形の解によって決定される。そこで， (40)に注目すると， (A1,A2, As)は，
fi(l刊 *k)に属する固有ベクトルであるから，
入*kA己 *A2 -g*Aa=O 
(4U { J*A己 *A臼 (l+J*k)Aa=O
が成り立つ。したがって， (41)より，
(42) A2 
(43) As 
(42)より，
p(l刊 *k)k+g*
p(l十入*k)+g*A1 
(k-1)入＊
P(l十入*k)+g* A1 
(4) A1刊 *A2= 
P(l+.t*k)吐 g*(l刊＊）
p(l-1'*1..、-'--* 
(45) 
A2 PCl十入*k)k+g*
瓦=~-· ・-~ 噌ヽ・ ↓ 
であることがわかる。
A1 
さて， 1十入*k>0°)より， (42)'(43)'(44),(45)の分母は正である。
1 0 (4)の分子も正であるから， A1+.t*A2とA1は同符号である。
zo k<110)より， (43)の分子は負であるから， AsとA1は異符号である。
3゜ 最後に， A2とA1は異符号でありうる11)。同符号である場合でも， (45)よ
9) (31)より，
1十入*k
10) (31)より，
k-1= 
/'(1 +).*) (R1 *a1n1) 
/'R1*a1n1十入*(1-/'r*)>o 
(1+ ,l*) (f'r*-1) 
/'R1*a1n1十入*(1-fヶ＊） く0
1)たとえば， k<Oで， a'が十分大なるとき， {i(l+,l*k)k+ g*<Oとなる。
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り， IA1l>IA叫である。 (・: 1豆 *k>O,k<lより，ふ／ふ<1)
10, zo, 30より，次のように結論できる。 A1+,i*A2>0のとき，すなわち，
Y1豆 *y2(経済全体としての資本蓄積率の均衡からの乖離）が累稽的に増大してゆく
上方への不均衡累積過程では， y1=g1-g*は累積的に増大し， z=,l-,l*ば減
少してゆく。しかし， y2=g2-g*は，減少してゆくかもしれない。このとき，
経済全体としては，資本蓄積率が均衡水準から累積的に上昇してゆきながら，
消費財部門では，利潤率，稼働率の低下が進行しているのである。 Y2=g2-g*
が増大してゆく場合でも， Y1の増大には遅れてゆく。
c>Oのとき，この結論はどうなるだろうか。 まず， 生産財部門では過度稼
働，消費財部門では過少稼働というような不均衡が， c>Oによっては，少なく
とも調和的には解消されないことをみよう。
(36)が安定である必要十分条件は，行列
[― P\1 豆•H,(k+l')l I 0 
(46) /J2a1 (1十入*k)(c2-1) /Ja1C1-c) -/3{1+入*k+c(k十入＊）｝
0 0 [32aバ1十入*k)(c2-1)
のすべての主座小行列式が正であることである12)。すなわち，
(41) ―/3{1+..t*k+c(k十入*)}>O
(48) 
|―/3 {1刊 *k+c(k十入*)} 1 
叫 1十入*k)(c2-1) 和 (1-c)I 
=-f32aパ1-c)c(k十入＊ー l-,1*k)>O
―/3{1 +入*k+c(k十入＊））
(49) /3201 (1十入*k)(c2-l)
1 
fia1 (1-c) 
゜ ゜
゜-/l{l+l*k+c(k十入＊）｝
炉巧(1十入*k)(c2-l) 
=/34012(1十入*k)0* +c) (c+ 1) (c-1) 2 (k-1) >O 
である。
12)ポントリャーギン，『常微分方程式』，木村俊房校閲，千葉克裕訳，共立出版，昭和43
年． を参照。
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ところで， (47)より， K十,t*く0でなければならない。他方， (49)より， k>lで
なければならない。これらは両立しない18)。したがって，囲）は， c=Oがc>O
となることによって，不安定から安定になることはない。だから，生産財部門
で過度稼働，消費財部門で過少稼働というような不均衡状態が，解消されてゆ
くこともない。もちろん，残念ながら，これだけでは，この不均衡状態がその
まま拡大してゆくのか，あるいは，均衡をかするようにして，逆の方向への不
均衡過程（生産財部門で過少稼働，消費財部門で過度あるいは過少稼働）へ移
っていくのかは，わからない。
そこで， ,t*=lなる場合について，このことを探ってみよう。このとき，固
有方程式(38)は，
(50) {P-/J(l+k)(l+c)}{炉+Pり(1-c)}=O 
と整理できる。 したがって， c<l ならば， (36)の運動は， 結局， 唯一の正根
/J(l+k)(l+c)と，これに属する固有ベクトルによって決まる。これを， (A1,
A2, Aa)とすると，
/J(c+k)A1 —/J(l +ck)A2 -/Jg*(l -c)Aa =O 
(51) {ん -A叶 /3(1+k) (1 +c)Aa =O 
が成り立つ。したがって'(51)より，
??ふ =i什g*+fi(l+k)(i~~)(l+ck)}Aa 
A2=i孔g*+/i(l+k)il—~c')(c+k) }As 
したがって'(52),(53)より，
(54) ふ+A2=~{2g*+ /i(l +k)2(1 +c)2 l-c }As 
(5) 年ーが(1-c)+ /i(l +k) (1 +c) (1 +ck) 
A2 g*(l-c)+fi(l+k)(l+c)(c+k) く1
13) 1-f'r"'>Oを前提すれば， k>lではありえず，これだけで,(36)は安定でないことが
わかる。
177 
298 闊西大學『経演論集」第25巻第 2•3•4 号
であることがわかる。
そして， (52)より，ふと Asは異符号であり， (53)より， A2とAsは同符号で
ありうる 14)0 (54)より，ふ+A2とAsは，異符号である。んと A2が同符号
のときでも， (5)より， IA1l>IA叫である。このように，入*=1,c<-k<lのと
きには， c=Oの場合と類似の結論を主張できる。なお， c=lのときは，次の
2における入*=1なる特別の場合と形式上同じである。
2. 資本家は，資本蓄積率を，両部門の稼働率を部門比率で酎酌して決定する
としよう。
すなわち，
(56) 
とする。
｛釦=a[x1(g1, g2, -l) -1] +入a[x2(g1, g2, -l)-1] 
且2=印la[x2Cg1,g2,-l)-l]+a[ダ1Cg1,g2,,i)-1] 
1と同様，均衡(g*,g*, 入＊）からの乖離伍， Y2,z)に関する一次近似
系に注目すると，
y, 
/ 
／ 
,"フ1
9 、, 71 
, , ,,',',71 
／ 71 , / /, , / / ， , / / /:~ ロ~、口,,
14)たとえば， c+k<oで， a'が十分大なるとき g*+/3(1+k)(1+1)(1+ck) . - くo,
たがって， A2とんは同符号となる。
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［丸~PO十入'kl(ヵ＋心）
(57) 必=P(l十A*k)(ヵ＋入*y2)
z=一A*(y1-y2) 
となる。 z軸に沿って射影すると，運動は図のようになる。ただし，破線は Z
が減少している運動を，実線は Zが増大している運動を示す。明らかに， y1+
入*y2>0(⇔必>O)の領域（好況）から Y1十A*Y2<0の領域（不況）へ進む運動はな
い。
両部門の資本家が，ともに他部門の稼働状態を考慮して資本蓄積率を決定す
ることによって，必らず不均衡累積過程が逆転するとはいえない。
N 
皿では，生産財部門の上方不均衡累積運動が，消費財部門のゆきづまりによ
って弱められるが，逆に，消費財部門のゆきづまりが，生産財部門の過度稼働
によって緩和される直接の契機があった。そこで，より強い条件として，生産
財部門の資本家だけが消費財部門の稼働率も考慮して，資本蓄積率を決定する
としてみよう。すなわち，
戸1=知 (g1,g2, l)-1] +ca[ダ2Cg1,g2,i)-l]
(58) 釦=<t[ん (g1,g2,i)-l]
L=(g2-g1)A 
を検討しよう。均衡からの乖離伍，Y2,z), に関する一次近似系は，
如外(l+ck)ヵ+.t*(l+ck涵 +g*(1-令）z} 
(5g) (j,2 = P(ky1刊*ky2 —生）
z= 一入＊（ヵ—Y2)
であり'(59)の固有方程式 <p(P)=0は，
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P-/3(1 +ck) 一肛*(l+ck) 
(60) rp(P)= -Pk p-肛*k
-Pg*(l —令）
腟
である。
入＊ 一入＊
=P8-/i(1 + .t*k+ck)炉十jig*(l+入*-c)P
―¢団(1豆 *k)
=O 
が：
p 
1十入*k>Oより'<p(O)=一炉1(1 + .t*k)<O, だから(60)は，少くとも一つ正根
をもつ。これより， (59)は不安定であり，したがって，少なくとも，生産財部門
で過度稼働，消費財部門で過少稼働という不均衡も，調和的には解消されない
ことがわかる。
(60)の最大根を p*とし， p*に属する固有ベクトルを(A1,A2, As)とすると，
{P*-fi (1 +ck)}ふー肛*(1+ck)A2 -fig*(1 —合）As=O 
(61) -PkAけ (P*-肛*k)A2 ＋ 
厖＊
入＊ As=O 
入*A1 ＿入*A叶 P*As=O 
が成り立つ15)。p*は，重根でないとしよう。以下，運動を結局のところ決定
する p*と p*に属する固有ベクトルに着目しよう16)。
1. O<c<入＊のとき17)(61)より，
15)もちろん，これらは独立ではない。表現の便宜上示しているだけである。
/3 16) P*以外の固有根が複素根の場合，その実部は一(1十入*k+ck)である。ところで，
3 1 
例9(1十入*k+ck)=炉g*c(k-1-ck)であるが， k<Oのとき， 1 —->1十入＊が成
1 k り立つから， 1十入*~c ならば， 1-k>c したがって，例9(1十入*k+ck)<O となる。
/3 したがってー(1十入*k+ck)<P*であるから，運動は振動しつつ，結局， P*とそれ
3 
に属する固有ベクトルによって規定される。
17)資本家が入＊を知っていることを必要としない。資本家が採用した C が， たまたま
o<c<入＊である場合という意味である。以下，同様。
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(c-..t*){P*ー エp(1刊 *k)}
(62) ム＝ 入＊ー Cp*-f,(1+..t*k) A2 
.t*(l +..t*-c){P* - l +.t* /i(l十.t*k)}
(63) As= 
1+..t*-c 
n* In* D/'1 L'*'-ヽl A2 
(62)より，
cP* 
(64) ふ＋入*A2 = n* D/'1 _J_'*'-、A2
を得る18)。
さて， O<c<..t*のとき，
1十,t* ,t* 
(65) /i(l+..t*k)< /i(l+..t*k)<ゴ.--/i(l刊 *k)1十,t*一C A -c 
であるが， p*との大小関係はどうだろうか。これを知る必要がある。
(60)より，
(6) <p'(P) = 3P{P—与(1 十入*k+ck)}+ f,g* (1 +..t*-c) 3 
であるから，
(67) P~max{ 0, や(1+..t*k+ck)}⇒<p'> 0 
である。ところで，
(68) 'P {f,(1 + .t*k)} =一炉c(l+..t*k) {/i(l +..t*k)k+が｝
2 2 (69) /i(l+..t*k) --/i(l十..t*k+ck)=ー (1+ ..t*k-2ck) 
3 3 
2 であるから， k<Oのとき， (69)より， /i(l+..t*k) >-P(l +..t*k+ck), したがっ3 
て'(67)より，
(JO) P~{i(l 十 ..t*k) ⇒ rp'>O 
である。他方， /i(l十入*k)k十が<oのとき19)は， (68)より，
18) P*~P(l+..t*k) としてよい。 ・: 『1)
19)このとき， c=Oの場合にも， A1とA2が異符号となったことに注意。
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tl) <p {(i (1十入*k))>O
であり，かつ，少くとも k<Oでなければならないから，
『2) p*<fi(l豆 *k)
である20)0
(62), (63) , (64)において， (65),f/2)を考慮すると，
1゜ んとんは異符号，
2° AsとA2は同符号，
3゜ ふ+l*A2とA2は同符号，
であることがわかる。
2. c=入＊のとき， (61)より，
f/3) A1 = 
入*(i(l豆 *k)
p* D~1 ,'*L、A2
閥 As=
入*{p* — (i(l 十入*k)(l 十入＊）｝
p*{p* — (i(l 十入*k)) A2 
したがって，『3)より，
f/5) ふ＋入＊ふ＝
入*p*
p*-(i(l十入*k)A2 
であることがわかる。 1と同様， /i(l+ J*k)k+ g*<Oのとき，
f/6) P*<fi(l豆 *k)<fi(l豆 *k)(l十入＊）
が成立するから， f/3), fl4), (75)において， f/6)を考慮すると， A1,A2, Aむふ＋
入*A2の符号について， 10,zo, 30が成り立つことがわかる。
3. だ<c<l十入＊のとき， (i(l+J*k)k+g*<Oとすれば，
入* 1十入＊
IT7) ~/i(l豆*k)<O<P*<fi(l 十入*k)< fi (1十入*k)l -c 1+入*-c
であるから，罰）を(63), (64), (65)において考慮すれば， 1, 2と同様， 10'zo'
30が成り立つことがわかる。
4. c=l十だのとき， (61)より，
?、
pゾ！
20)右図を参照。
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閥ふ＝ P*+..l.*f)(l十入*k)p*-f)(l+'*い A2 
(J9) Aa = → *(l+..l.*)f)(l豆 *k)p* {P*-f)(l十.l.*k)} A2 
閥より，
(80) A1刊 *A2= (1 +..l.*)P* p* _ or, -',*z.、A2
である。 P(l十.l.*k)k十が<oのとき， p*く[J(l十.l.*k)であるから， (J8),(J9), 
(80)より， 1, 2, 3と同様， 10,20, 30が成り立つ。
そこで，次のように結論できる。生産財部門の資本家が，かなりの程度，消
費財部門のゆきづまりを考慮するとしても，生産財部門の活況に引っぱられ
て，経済全体としては，上方不均衡累積過程が続きうる。さらに，この程度が
いかに高くても，生産財部門の過度稼働，消費財部門の過少稼働が，調和的に
解消されることはない。
V 
結論をまとめておこう。
1. 資本家が，いかに他部門の状態を重視して，資本蓄積率を決定するとして
も，不均衡—もちろん，生産財部門の過度稼働，消費財部門の過少稼働と
いう不均衡も一ーが，調和的に解消されることはない。
2. むしろ，生産財部門の活況に引っぱられて，消費財部門ではゆきづまりな
がら，経済全体としては，上方不均衡累積過程が続きうる21)。
3. 資本家が，かなり他部門の状態をも考慮するとしても，そのことから直ち
に2.のような上方不均衡累積過程さえ必らず逆転するとは主張できない。生
産財需要の自部門内循環が，経済全体の動向を決定する力は，かなり強いよ
うである。
21)永続しうると主張しているのではない。続きうるが，永続しえない。なぜ永続しえな
いかは，別の問題である。
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